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1 ．序
本論文の目的は2015年 8 月と2016年 3 月に行ったフィリピンの聞き取り調査から，相

























Bocaue, Bulacan）の60代の男性から話を聞いた（ 3 ）。suyuanは二つの家の関係で米の収
穫や家の修理などで労働力を交換するときに使う言葉である（2015年 8 月聞き取り）（ 4 ）
（表 2 ：「日本とフィリピン（ルソン島中部，ミンダナオ島）の互助行為の比較」参照）。
二軒のbayanihan（共同作業）として行われてきた。この地区には土地は地主小作人関
係のカサマ（kasama） の制度がある（ 5 ）。同州マロロス市バランガイ・マリテ（Purok 4, 








調査年月 島 州 市町村
2015年 8 月 ルソン島中部 Bulacan ・Togatog, Barangay Tambubong, Bocaue
・Purok 4, Barangay Malite, Malolos
Pampanga ・Purok 5, Barangay San Vicente, Mexico,
・Purok 5, San Roque, Barangay Bitas, Arayat,
・San cecilio, Barangay Sepung Bulaon, Porac
・Purok 4, Caldera, Barangay Gutad, Floroda Blanca,
・Purok 5, Caldera, Barangay Gutad, Floroda Blanca
ミンダナオ島 Davao del
Sur
・Purok 4 Baranagay Mintal,Tugbok District, Davao City
・Purok 18, Baranagay Mintal, Tugbok District, Davao City
Davao del
Norte
・Purok Solid Plain, Barangay Poblacion, Kaputian district,
　Island Garden City of Samal （IGACOS）
・ Samaka village, Barangay Poblacion, Kaputian district, 
IGACOS
・Balangay San Jose, Samal district, IGACOS
2016年 3 月 ルソン島北部 Benguet ・King Solomon, Barangay Ambassador, Tublay
・km 24, Barangay Caliking, Atok
・Central Tawang, Barangay Tawang, La Trinidad,
・Lubas Proper,Barangay Lubas, La Trinidad
・Guitley, Baranagay Lubas, La Trinidad
・Benguet State University, Barangay Balili, La Trinidad,
　Benguet
ルソン島南部 Albay ・Purok 2, Barangay Baybay Centro, Legazpi
・Purok 7, Barangay San Roque, Legazpi
Camarines
Sur
・Zone 3, Barangay Santa Elena, Buhi,
 パナイ島 Iloilo ・Proper, Barabagay Dagami, Maasin,
・Eco firm, Baranngay Bacan, Cabatuan, Bacan
Guimaras ・Barangay Cabalagnan, Nueva Valencia
・Barangay Guiwanon Island, Nueva Valencia
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San Roque, Barangay Bitas, Arayat, Pampanga）の70代男性の話では，ここでも二つ
の家族の労力交換をkalu kaluという言葉で言う（同上聞き取り）。昔はこの言葉を代掻
きのとき使ったが，今は機械を使うようになり労力提供には賃金を払う。しかし農機
具が高くて買えない人は今もkalu kaluという言葉で労力交換をしている（ 8 ）。水牛がな
くて牛を借りることをsaupananと言い，直接のお返しはしないが将来その機会があれ
ば返礼をする慣行である。同州ポラック市バランガイ・セプンブラオン（San cecilio, 
Barangay Sepung Bulaon, Porac, Pampanga）の50代女性によると，稲刈りの手助けは
bayanihanという言葉を使う。現在はお金を払っているのでこの言葉は使わない（ 9 ）。
パンパンガ州フロリダ・ブランカ市バランガイ・グタッド（Purok 4, Caldera, Barangay 
Gutad, Floroda Blanca, Pampanga）の60代男性によると，kalu kaluという言葉を農業全
体で使う（2015年 8 月聞き取り）。二つの家族の労力交換でもこの言葉を使うが，グルー
プ単位ですることが多い。自分のところでは 8 家族が 4 グループあり，各グループで順
番に労力交換していく。これは日本のユイ組と同じ仕組みである（10）。同州同市同バラン
ガイ（Purok5, Caldera, Barangay Gutad, Floroda Blanca, Pampanga）の50代男性の話では，
kalu kaluと同じ意味でsugo（元の意味は使者や使い走りなど）という言葉を1960年代頃
表 2 ：日本とフィリピン（ルソン島中部，ミンダナオ島）の互助行為の比較   
行為 日本
 フィリピン






















































ベンゲット州ツブライ町バランガイ・アンバサドール（King Solomon, Barangay 
Ambassador, Tublay, Benguet） の50代男性（牧師）によると，野菜，花卉，コーヒー
の播種や収穫のとき労働力を交換するが，alluyon（カンカナイ語）とaduyon（イバロ
イ語）という言葉を使う（2016年 3 月聞き取り）（12）（表 3 ：「日本とフィリピン（ルソ
ン島北部・南部，パナイ島周辺）の互助行為の比較」参照）。ときにはお金を払うこ
ともある。同州アトック町バランガイ・カリキング（km 24, Barangay Caliking, Atok, 
Benguet）の50代男性（牧師）と70代の男性の話では，野菜を収穫するとき賃金を伴わ
ない手助けをalluyonとaduyonと言う（同上聞き取り）（13）。
ベンゲット州ラ・トリニダード町バランガイ・タワング（Central Tawang, Barangay 
Tawang, La Trinidad, Benguet）の50代男性によると，野菜の種を植えるときや摘み取
りのときalluyon（カンカナイ語）とaduyon（イバロイ語）という言葉を年配の人は使うが，
若い人は使わない（14）（2016年 3 月聞き取り）。同州同町バランガイ・ルバス（Lubas 
Proper, Barangay Lubas, La Trinidad, Benguet）の60代女性（昨年までバランガイ長）
の話では，野菜など種まき，耕すときにalluyonとaduyonを使う（同上聞き取り）（15）。同













南ダバオ州ダバオ市ツグボク地方のバランガイ・ミンタル（Purok 4, Barangay Mintal, 
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Tugbok District, Davao City, Davao del Sur）の30代男性相談員（kagawad） によれば，
ギブ・アンド・テイクというよりもフィリピンではテイクが多いものの，お互いに手助
けするときはビサヤ語でmagtinabangay と言う（2015年 8 月聞き取り）（19）（表 2 ：「日本
とフィリピン（ルソン島中部，ミンダナオ島）の互助行為の比較」参照）。今は農業で
も使われなくなり賃金で支払うことが多くなった。なお相談員制度は住民自治で大き
な枠割りを果たしている（20）。同じバランガイ・ミンタル（Purok18, Baranagay Mintal, 
Tugbok District, Davao City, Davao del Sur） の50代女性の話では，ここでは勤め人が
多く農業は少ないが，カカオをつくる家では隣近所の人に手助けをしてもらうときはお
金を払っている。
ダバオ近郊の北ダバオ州サマル島バランガイ・ポブラシオン（Purok Solid Plain, 
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村や山村で使うカラヤ語である。同州カバチュアン町バランガイ・ベイカン（eco firm, 





Nueva Valencia, Guimaras Island）の80代男性と40代女性（高校の先生）によると，ペ
ンのカタチをしているためフィッシュペンと呼ばれる網を使うとき，親戚や友人，隣近



















もsaup saupという言葉を灌漑用水の清掃や道路整備で使う（2015年 8 月聞き取り）。ア
ラヤット市バランガイ・ビタスの70代男性の話では，saup saupという言葉を上記と同
様の作業で使う（同上聞き取り）。この作業では一軒から一人出すという強制はない。

















科書や文具を買うためにする（2015年 8 月聞き取り）（表 2 ：「日本とフィリピン（ルソ
ン島中部，ミンダナオ島）の互助行為の比較」参照）。 2 週間に一度一人10ペソ出し10
人で100ペソ集め，順番に利息なしで受け取る（ 1 ペソ≒2.7円，2015年 8 月）。大人で
は一人毎日30ペソ出し月30日で900ペソ，10カ月で9000ペソ集める。これを11月から翌



























































ラ・トリニダード町バランガイ・バリリ（Benguet State University, Balangay Balili, 















3 月聞き取り）。このときビゴール語でrabusという言葉を使う（表 3 ：「日本とフィリ
ピン（ルソン島北部・南部，パナイ島周辺）の互助行為の比較」参照）。貧しい人がい
ればお金を出し，また薬や食べ物，服などを与えたりする。同市バランガイ・サンロ
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言葉で， 1 月に友人や知人，近所の人 3 人で一人100ペソ出して銀行に預けて12月に利
息を得て元金を分配する（2015年 8 月聞き取り）。この他祭り（カダヤワン・サ・ダバ
オ<Kadayawan sa Davao>，収穫祭で毎年 8 月の第 3 週開催）の前にくじで最初に取る
人を決め，そのお金で豚（牛）の丸焼きなどを買うこともある。この場合利息がつくこ
ともあるが基本的にはつかない。同じバランガイの50代女性の話ではbuboayをしない






























































































































































































































































































































































































































た祭り（2016年 3 月 5 日開催，12th Annual Agro-Eco Tourism Festival）のテーマは
extending the avenue of equal opportunity in sustaining unity for healthier community




























































漑用水，失業，交通問題を取り上げた。ここは小学校が 1 つ中学校が 1 つある。人口は
女性が子供を多く産むので高齢者が相対的に多いとは言えない。同じバランガイの高




























































に 7 ペソ払う）。自分は15人兄弟姉妹で女性はだいたい 8 人くらい産むので人口は増え
ている。同町でも離島のバランガイ・グイワノン島では40代女性（バランガイ長）と
40代女性（helth worker）が指摘するように，一番の問題は水の供給である。また井戸
水は 6 ヶ月に 1 回点検しているが，衛生状態が問題である。重い病気のときはBantay 
Dagat（海上警備艇）が病人をギマラス島に運ぶが，搬送に時間がかかり亡くなること
もある。お産は島で済ませている。この他電気は夜だけ使えるため（16時から24時ま








































（ 1 ）　2015年 8 月の調査ではアテネオ・デ・ダバオ大学のTom Jan Salavia君とフィリピン大学
のAvie Kent Santos君，2016年 3 月の調査ではKaren Joy Awacanさん，Naga市日本語学





























1 年に 2 回米を収穫しているが，米だけ作る専業農家で直接米の販売もしている。Purok
の人口約200人である。
































り，このバランガイでは 9 つ以外の領域も設けている。選挙で選ばれる相談員の任期は 3












































ラス島から小さな船で行った所がこのグイワノン島（Baranngay Guiwanon Island, Nueva 




体の前に親族が集まっていた。遺体は通常 3 日から 5 日後に埋葬される。
（34）　一般的な教会の葬儀では，教会のセレモニーは小さいところで 2 時間くらいで大きい教
会は 4 時間くらいかかるとされ，音楽と牧師の言葉が入ると費用が高くなる。埋葬までに
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